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1 　はじめに
学習指導要領の改訂によって、表現する能力を育むことが重視されることとなった。学習指導要領の改訂
の要点にも、表現力について詳細に示されている。（1）表現力の育成は、知識や技能を身につけると同じよ
うに大切なことである。そのため、各教科において取り組まれている。
算数科では改訂の基本方針で、次のことが位置付けられた。｢数学的な思考力・表現力は、合理的、論理
的に考えを進めるとともに互いの知的なコミュニケーションを図るために重要な役割を果たすものである。
このため、数学的な思考力・表現力を育成するための指導内容や活動を具体的に示すようにする。特に、根
拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考えることや、言葉や数、式、図、表、グラフなどの相互の関連を理
解し、それらを適切に用いて問題を解決したり、自分の考えを分かりやすく説明したり、互いに自分の考え
を表現し伝え合ったりすることなどの指導を充実する。｣（2） 算数科では、思考力と表現力が並んで示されて
いる。
さらに、学習指導要領解説算数編において、思考と表現を補完的かつ同一のものとして捉えようとしてい
る以下の記述がある。「考える能力と表現する能力とは互いに補完しあう関係にあるといえる。考えを表現
する過程で、自分のよい点に気付いたり、誤りに気付いたりすることがあるし、自分の考えを表現すること
で、筋道を立てて考えを進めたり、よりよい考えを作ったりできるようになる。授業の中では、様々な考え
を出し合い、お互いに学び合っていくことができるようになる。そうした考えから、目標において考える能
力と表現する能力とを並べて示すこととした。」（3） 算数科における表現する能力として、よりよい考えをつ
くりだすための豊かな表現力が求められる。
また、「算数・数学科では、算数・数学を活用して考えたり判断したりする活動に重点をおき、その活動
がよりよく行われるよう、言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて、筋道を立てて説明したり論理的に
考えたりして、自ら納得したり他者を説得したりする指導を行うことが大切である。また、予測や推測を生
み出しそれらを確かめたり、よりよい予測や推測をしたりするための指導を行うことも大切である。その際、
帰納的な考え方や類比の考え方、予測や推測を検証するための演繹的な考え方をはぐくむ必要があり、それ
らの考え方をよりよく用いるために必要な言語力を身に付けさせることが期待される。例えば、事実の説明
あるいは理由や手順の説明の仕方を身に付けさせることなどである。なお、指導にあたっては、根拠を基に
して、ある事柄が「正しい」「正しくない」ということを明確に説明できるようにすることが期待される。」（4）

算数科における表現力とは、言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いた数学的表現力や、事実の説明ある
いは理由や手順の説明ができるコミュニケーション能力があげられる。
そこで、表現するために、表現する方法を学ぶことが必要である。また、子どもたちの関係がよりよいも
のでなければならない。そのために、ピア・サポートを導入し、表現する方法を学ぶとともに、一人一人が
互いの考えを認め合い、高まっているという自信がもてることや、共に学ぶことへの楽しさをもち、高め合
うことや発展することにつなげていく。
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2 　実践研究の概要
（1）はじめに
教師から子どもへ向けての一方通行な教え込みになったり、子どもによる「いいです」「わかりました」
といった一言の簡単なコミュニケーションに終始したりするのではなく、思考を基にした表現力を育成する
ためには、子ども同士の双方向的なコミュニケーションが重要である。コミュニケーションの場を設定し、
子どもにおけるコミュニケーションを成立させるよう支援する必要がある。
そこで、算数科の実践前にピア・サポートを取り入れた学級活動を行う。ピア・サポートを取り入れるこ
とで、一方通行と双方向によるコミュニケーションの違いを学び、共有するよさを体感し、そこから、算数
科においても互いにコミュニケイトする姿、かかわり合う姿、他者の発言をつなげる姿を産み出していく。

（2）活動の概要
本活動は、第 2学年算数科の学習において、ピア・サポートを取り入れた授業実践である。対象は、小学
校第 2学年27人（男子13人、女子14人）である。ピア・サポートを取り入れたことによって生じる子ども
の変化を考察する。また、ピア・サポートを取り入れる前と取り入れた後に行われた授業実践を比較して、
その変容を明らかにする。

（3）算数科学習指導案
1 　単元名　　「たし算とひき算のひっ算（1）」
2　単元の目標
・筆算のよさに気づき、活用しようとする。また、答えの見当をつけてから計算しようとする。加法及
び減法に関して成り立つ性質を調べ、計算の確かめにいかそうとする。（関心・意欲・態度）
・十進位取り記数法のしくみをもとにして、（ 2位数）±（ 2位数）の筆算の仕方を考えることができる。
（数学的な考え方）
・（ 2位数）±（ 2位数）の筆算を、一の位から順に、繰り上がりや繰り下がりに気をつけて、手際よ
く計算できる。順思考の問題場面をテープ図に表すことができる。（技能）
・筆算の仕方を知り、（ 2位数）±（ 2位数）の計算の仕方で説明することができる。（知識・理解）

3　単元について
【児童観】
「たし算とひき算」の学習におけるテストの結果は、90点以上が21名（77％）、80点以上が24名（88％）
であった。50点以下の児童が 1名おり、その児童の理解度は低い。
事前のアンケートでは、「自分の考えがかけるか」という問いに、「かける」が13名（48％）、「とき
どきかける」が12名（44％）で、「かける」「ときどきかける」児童が合計25名（92％）であった。し
かし、「考えを説明できるか」という問いに、「できる」が 6名（22％）、「ときどきできる」が11名（41％）、
「できない」が10名（37％）で、「できる」「ときどきできる」児童が合計17名（63％）であった。そこ
から、考えをかくことができるが、その考えを説明できる児童が少ないことが明らかになった。
本校における研究主題「自ら考え、ともに生きる子を求めて」から、児童が他の児童の考えを学び、
できた・わかったという達成感を味わえる授業を作っていきたい。本学級の児童は、考えを説明する力
が弱いことが明らかになった。そこから、児童の考えを交流する場を取り入れ、説明を通して他者の考
えを学んだり、ともに考えたりすることで、達成感へとつなげていきたい。また、振り返りを毎時間行
うことで、めあてを自ら達成できたことを確認できるようにしていく。
【教材観】
学習指導要領における算数科の第 2学年の「目標」に、「（1）具体物を用いた活動などを通して、数
についての感覚を豊かにする。数の意味や表し方についての理解を深めるとともに、加法及び減法につ
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いての理解を深め、用いることができるようにする。」とある。
筆算の学習は、本単元が初めてであるため、計算棒という具体物を通して筆算のよさに気づかせてい
きたい。10の束と 1のばらどうしを計算することで、位ごとに計算することを意識させるようにする。
【単元観】
第 1学年で学習した 1位数と 1位数との加法と逆の減法、2位数と 1位数の加法と減法を受けて、第
2学年では、2位数の加法と減法が用いられる場合の計算について理解を深められるようにする。加法
と減法の計算の仕方について、児童自らが考えて導き出せるようにする。
さらに、このような基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けるだけでなく、算数的活動を通して、
見通しをもち筋道を立てて考えたり、表現したりする力を高めていきたい。特に、本学級の児童は、説
明する力が弱いため、説明できる力をつけることで表現力につなげていきたい。
そのための手立てとして、学活の時間に行った「ピア・サポート」の学びを生かし、聞き方・伝え方
や、自らの考えを表現する方法について学んだことを取り入れていく。
また、計算の仕方を考えるときに、計算の結果がおよそどのくらいの数になるのか、見積もることが
できるようにもしていく。

4　単元の構想（ 7／11）

時間 単元 目標 学習活動 評価規準
1 復習

準備運動
既習事項の復習
「たし算とひき算のひっ算（1）」の準備

2 たし算 ・筆算の学習をす
るという課題を
つかむ。
・（ 2位数）＋（ 2
位数）で繰り上
がりのない筆算
ができる。

・34＋12を立式し、計算の仕方
について計算棒を使って考え
る。
・「数を縦に並べて計算する仕
方を考える」という課題をつ
かむ。
・計算棒の操作をもとに筆算の
仕方を考える。

＜関＞数を縦に並べて計算する仕
方に関心をもち、取り組もうと
している。（観察）
＜考＞繰り上がりのないたし算の
仕方を考えることができる。（観
察・発言）
＜表＞筆算のやり方を説明するこ
とができる。（観察・発言・ノート）

3 ・（ 2位数）＋（ 2
位数）で一の位
に繰り上がりの
ある筆算ができ
る。

・前時との違いに気づき、計算
棒を使って34＋28の計算の
仕方を考える。

＜技・知＞繰り上がりの意味を理
解し、繰り上がりを忘れずに筆
算ができる。（ノート）
＜表＞筆算のやり方を説明するこ
とができる。（観察・発言・ノート）

4 ・たし算について、
交換法則が成り
立つことに気づ
き、答えの確か
めができる。

・問題を読んで、たし算の場面
であることをつかみ、考えを
話し合う。
・たし算では、たされる数とた
す数を入れ替えても答えは同
じになることを理解する。

＜技・知＞交換法則を用いて、た
し算の答えを確かめることがで
きる。（発言・ノート）
＜表＞筆算のやり方を説明するこ
とができる。（観察・発言・ノート）

5 ・たし算の筆算の
計算をすること
ができる。

・学習したことを生かして、練
習問題を解く。

＜技＞繰り上がりを理解し、筆算
することができる。（観察・発言・
ノート）
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6 ひき算 ・（ 2位数）−（ 2
位数）で繰り下
がりのない場合
の筆算ができる。

・36−24を立式し、筆算の仕方
について計算棒を使って考え
る。
・（ 2位数）−（ 2位数）で繰
り下がりのない場合の筆算の
仕方を理解する。

＜考＞繰り下がりのないひき算の
仕方を考えることができる。（観
察・発言）
＜表＞筆算のやり方を説明するこ
とができる。（観察・発言・ノート）

7 ・（ 2位数）−（ 2
位数）で繰り下
がりのある筆算
ができる。

・前時とのちがいに気づき、計
算棒を使って53−26の筆算
の仕方を考える。

＜技・知＞繰り下がりの意味を理
解し、繰り下がりを忘れずに筆
算ができる。（ノート）
＜表＞筆算のやり方を説明するこ
とができる。（観察・発言・ノート）

8 ・ひき算の答えの
確かめ方を理解
し、答えの確か
めができる。

・81−39の計算の答えの確か
め方を考える。
・答えの確かめ方を知る。

＜技・知＞（ひく数）＋答え＝（ひ
かれる数）をもとにひき算の答
えを確かめることができる。（発
言・ノート）
＜表＞筆算のやり方を説明できる。
（観察・発言・ノート）

9 ・テープ図につい
て理解し、表す
ことができる。

・テープ図のかき方を理解し、
問題場面をテープ図で表す。

＜技＞問題場面をテープ図で表す
ことができる。（発言・ノート）

10 ・ひき算の筆算の
計算をすること
ができる。

・学習したことを生かして、練
習問題を解く。

＜技＞繰り上がりを理解し、筆算
することができる。（観察・発言・
ノート）

11 たしかめ
道場

・たし算とひき算
の筆算をするこ
とができる。

・練習問題を解く。 ＜技＞繰り上がり・繰り下がりを
理解し、筆算することができる。
（発言・ノート）

＊なお、本論文中における＜関＞は関心・意欲・態度、＜考＞は数学的な考え方、＜表＞は表現、＜技＞は
技能、＜知＞は知識・理解の略記である。

5　本時の活動（ 7／11時間）
（1）目　標
・（ 2位数）−（ 2位数）で繰り下がりのある筆算ができる。＜技能＞＜知識・理解＞
・筆算のやり方を説明することができる。＜表現＞
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（2）学習過程

児童の活動 教師の支援と評価

1　問題を把握する。 53−26
2 　本時のめあてを知る。
ひきざんのひっさんをかんがえよう。
3　およそどのくらいの数になるのか考える。
　　・30くらいかな
　　・20より大きいかな
4　計算の仕方の見通しをもつ。
　　・位をそろえる。
　　・一の位から計算する。
5　自分の考えを書く。
　・⑩を 5つと①を 3つ、⑩を 2つと①を 6つ

書く。
　・①の 3つから、①の 6つはひけない。
　・⑩の 1つを①のばらにへんしんさせたらい

い。
6　グループで筆算の仕方を交流して、
　　グループで説明できたか評価し合う。
7　全体で交流する。
「一の位からひけないときは、十の位から一
繰り下げてひく」ことを確認する。
　4
　53
−26
　27

8 　数え棒で筆算の仕方を学ぶ。
9　数え棒で確認しながら、問題を解く。
　63　　　　71
−26　　　−47

10　ふり返りを書く。
　・繰り下がりの仕方がわかったよ
　・⑩の 1つを①のばらにへんしんさせて、　

計算できたよ。

・たし算と同様に、筆算で解決しようとする意
欲がもてるようにする。

・前時までの学習内容を振り返り、計算の仕方
の見通しがもてるようにする。

・前時の筆算との違いを考えるなかで、一の位
の繰り下がりをどのように考えればいいか問
題意識をもてるようにする。

・⑩を 1つと①を10とが同じ数であることを確
認することを通して、繰り下がりの意味を理
解できるようにする。

◇グループの交流の様子（表現）

・繰り下げた後の補助数字を、十の位の数の上
に書くことを確認する。

・数え棒と計算の手順を対比させる。

◇学習ノートの様子（技能・知識）

（3）評　価
＜技・知＞繰り下がりの意味を理解し、繰り下がりを忘れずに筆算ができたかどうか、ノートから判断する。
＜表＞筆算のやり方を説明することができたかどうか、観察・発言・ノートから判断する。

（4）成果と課題 
＜成果＞
①　答えの見当をつけて、計算をすることができた。筆算のやり方を文章で書かせたり、繰り返し唱えさせ
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たりした（言語化）ことで、たし算・ひき算の筆算の仕方としてより良い表現にまとめることができた。
その際、手順と合わせて数のカードを動かすことで理解を深めることができた。（関心・意欲・態度）

②  位取りの表を活用したことで、自分の考えを図で示すことができていた。その後のグループでの活動で
は、お互いが考えた図を見せ合って、話すことができた。（数学的な考え方）

③  説明をすることで、繰り上がりや繰り下がりに気をつけて、一の位から順にという順序にも配慮して伝
えることができるようになった。順序に気をつけて、テープ図にも表すことができた。（技能）

④  まず自分の考えをワークシートにまとめ、次に説明をし合うという段階を踏まえた方法を繰り返し続け
てきたことで、ほとんどの子どもが自分の考えを説明できるようになった。説明する側、聞く側をとも
に経験する中で分かりやすい説明とそうでない説明の違いに気付いたり、気付いたことを自分の説明に
生かしたりしながら、達成感を味わうことができた。評価をすることにより、「説明が分かってもらえた」
と実感することができた。（知識・理解）

＜課題＞
①  筆算のよさに気づかせていくために、展開の説明をする段階で位取りの表を活用し、さらに終末の練習

問題の段階で計算棒を使用した。しかし、子どもの実態から、展開の段階でそのよさに気づき、繰り下
がりの構成などの理解につながっていたため、終末の段階で計算棒という具体物を用いる必要はなかっ
た。

②   評価では、評価の内容を確認していたものの、子どもによって評価の基準に差異があった。そのため、
より具体的な基準を子どもに示し、実際どうであったかを評価させる必要があった。

（5）結　果
＜実践の事前と事後のアンケート結果より＞
（アンケート内容）　　　　　　（事前）　　　　　　　　　　　　（事後）
「自分の考えがかけるか」　　　「かける」　　　　　13人（48％）　　　　21人　（78％）
　　　　　　　　　　　　　　「ときどきかける」　12人（44％）　　　　 6人　（22％）
　　　　　　　　→「かける」「ときどきかける」　26人（92％）　　　　27人（100％）

「考えをせつめいできるか」　　「できる」　　　　　 6人（22％）　　　　18人　（66％）
　　　　　　　　　　　　　　「ときどきできる」　11人（41％）　　　　 8人　（30％）
　　　　　　　　→「できる」「ときどきできる」　18人（63％）　　　　26人　（96％）

＜実践後の意見＞
・「ひっさんがとくいになりました。」
・「せつめいやひっさんのこたえがどんどんわかりました。」
・「みんなちがういけんをいったりするから、おもしろい。」
・「はじめに、わたしは、算数のことをはなしました。はなしてるときには、友だちがきいてくれました。
つぎに、友だちがはなしました。友だちのはなしかたがよくわかって、わたしもこうしてもいいかなあと
おもったところもありました。それから、○や◎をかいてあげました。○や◎をかいたあとに、「せつめ
いがよくわかったよ。」といいました。さいごに、アドバイスをしてあげました。わたしにもいってくれ
ました。とてもうれしかったです。」

3 　ピア・サポートの取り組み
（1）ピア・サポートの導入
ピア・サポートの活動は次のように定義づけられている。「子どもたちの対人関係能力や自己表現能力等、
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社会に生きる力がきわめて不足している現状を改善するための学校教育活動の一環として、教師の指導・援
助のもとに、子どもたち相互の人間関係を豊かにするための学習の場を各学校の実態に応じて設定し、そこ
で得た知識やスキル（技術）をもとに、仲間を思いやり、支える実践活動をピア・サポート活動と呼ぶ。」（5）

このように子どもたちに不足している対人関係能力や充足感などに対応して取り組まれるようになった。ピ
ア・サポートは、その実践活動の例に、相談活動、学習支援などがある。学校全体でピア・サポートに取り
組んだり、総合的な学習の時間に導入したりする例もある。（6） 本実践では、教科学習におけるピア・サポー
ト活動を行い、グループにおける学びを進めていく。どんな考えでも学習に生かしていこうとする授業を進
めていくためには、子どもが考えを自ら表現していこうとする思いをもち、どんな考えでも受け止める雰囲
気が求められる。互いに表現することにより、互いの考えを受け入れ、学び合い役立ち合うといった交流を
実現させる。信頼関係をもった上で、教科学習を行うことで、協同的な学習になることが期待される。

（2）ピア・サポートの実践
「ピア・サポートの基礎はコミュニケーションスキル」（7）である。そこで、「ピア・サポートではじめる
学校づくり」（8）（9）を基に、計画をたて、コミュニケーション・スキルを高めるプログラムを実践する。
第一回：「仲間づくり①」・・・自己紹介・他者紹介
第二回：「仲間づくり②」・・・何色の服を着ているのかな
第三回：「話の聞き方・伝え方①」・・・目を見て伝えよう
第四回：「話の聞き方・伝え方②」・・・聞く時の態度
第五回：「まとめ」

（3）ピア・サポートの成果
第一回「仲間づくり①」では、自己紹介・他者紹介によって、自己と他者を改めて意識できるようになっ
た。まとめの時間に自己紹介・他者紹介で「友だちのことがわかりました」という意見をもっている子ども
がいた。自分を改めて知るだけでなく、友だちのことも新たに知ることができ、自分と他者の違いに気づく
ことができた。
第二回「仲間づくり②」では、お互いに協力し合って問題を解決するという体験を通して、仲間づくりを
行った。グループで問題を解決するためには、情報を正確に伝え合うといった仲間との協力が必要であるこ
とを体験した。この体験から、友だちのよいところが見つかり、友だちに対して感謝の言葉を使うことがふ
え、好意的に受けとるようになった。
第三・四回「話の聞き方・伝え方①②」では、傾聴のトレーニングである。ペアになった子ども同士が、
片方の子どもが描いた絵を相手に説明し、相手にその絵を描いてもらった。二人が背中合わせに座っていた
場合には、「難しい」「わからない」という意見が多かった。その後、二人が向かい合わせに座り、説明を聞
いて伝えてみると、「よくわかった」「描けた」という意見に変わった。この二つを体験することにより、コ
ミュニケーションには傾聴が必要であることがわかった。
また、話をした人の「顔が見えないと話しにくかった」という意見から、話を聞く子どもは、相手の顔を
見てうなずいたりすると相手は話しやすいことを体験を通して学んだことがわかった。

（4）算数科の授業実践とかかわって
池野は、算数科における「大切にしたい 4つのコミュニケーション活動」（10）として、次の 4つを挙げて
いる。①真意をたずね合うコミュニケーション②つなげ、くくり、つけたし合うコミュニケーション③ずれ
を意識し、こだわり（自分の考え）をぶつけ合うコミュニケーション④よさを認め合うコミュニケーション
①真意をたずね合うコミュニケーションとは、自分の考えを他者に伝えるときに、その考えに至った真意を
たずね理解し合うことである。算数科の実践では、考えの筋道をたどって、「どうしてこれを合わせるの
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ですか」といった質問をしている場面が見られた。コミュニケーションを通して、分からないことを聞き、
理解しようとする姿勢が見られた。ピア・サポートで培った相手のことを好意的に受け止める雰囲気の中
で、話を丁寧に聞くことが実現できた。
②つなげ、くくり、つけたし合うコミュニケーションとは、ここでは多くの考えをすり合わせて、検討する
中で生まれてくるコミュニケーションである。「考えをつなげながら似たもの同士に分類してみたり（構
造化）、一緒にまとめたり（統合化）、相互の比較によりそれぞれのよさ（長所・弱点）を明らかにしたり
（独立・並立化）することが可能となる。互いの考えを補い合うことによって、いくつかの考えが一つの
考えにまとまる（合体・統合化）こともある。」（11）算数科の実践では、互いの考えを発表するときに「同
じだね」「一緒だね」「違うよ」といった構造化をすることはできていた。そして、互いの発表を聞く時の
子どもたちの姿勢に、互いに向き合い聞き合うといったピア・サポートで学んだ傾聴の姿勢が見られた。
また、「こうした方がいいよ」といった長所や短所を見つけて、補いあうことはあったが、そこから一つ
の考えにまとめることはなかった点は課題である。コミュニケーションによって、関連性に着目して、互
いの共通点や相違点を明らかにすることができた。
③ずれを意識し、こだわり（自分の考え）をぶつけ合うコミュニケーションとは、多くの考えを合わせるこ
とから、考えをぶつけてねり合う活動である。算数科の実践では、自分の考えを明らかにして説明するこ
とによって、互いの考えを改めて見直すことができた。自分の考えについて指摘されたり助言を受けたり、
友だちの違う考えを聞いたりしているなかで、自分で考えを変えたり、書き直している子どもがいた。ピ
ア・サポートを取り入れたことにより、今まで関わりを持とうとしなかった子どもが、他者と関わりを持っ
て、自分の考えを書きかえることができた。ただ、練り合うポイントである「有効性・効用性（簡潔性、
適用可能性、発展性など）」（12）に焦点を合わせることは難しかったようで、ポイントを明らかにしたうえ
で練り合うという課題が残った。
④よさを認め合うコミュニケーションとは、最後に見つめ直し、自分なりの考えを選択し、まとめることで
ある。自分なりの理由を明確にしたうえで、考えを明らかにする。算数科の実践では、グループでコミュ
ニケーション活動を行っていただけでなく、学級全体に考えを発表し、自己の考えを確立している子ども
がいた。また、学級全体に発表しなくとも、他者の考えを書きこみ、他者の考えを踏まえたうえで、自己
の中でまとめる活動を完結させていた子どももいた。他者の考えを否定することなく、自分の考えに生か
そうとする姿勢が見られた。

4 　今後の課題と展望
（1）他教科における実践の可能性と限界
本実践では、算数科に焦点をあてたものであったが、算数科以外の教科、あるいは教科外活動における実
践も可能である。池島、福井（13）は、英語の学習の前半にピア・サポートを導入して、協同学習に取り組んだ。
ピア・サポートを取り入れたことにより、生徒同士のコミュニケーションが活発となり、声をかけ合ったり
教え合ったりするようになった。しかし、学力差が大きい生徒同士のペア学習では、モティベーションが下
がり、ペアを変えてほしいといった要望が出て、人間関係に影響してしまうといった課題も明らかになった。
その教科が苦手な子どもにとって、教師による学習支援が適切に行われていないと、苦痛を伴った学習時間
になる恐れがある。特定の教科に限定した実践の場合には、その教科の特性を踏まえたうえでピア・サポー
トを取り入れることや、その教科における子どもの学力面を十分に把握して活動することが望まれる。
また、本研究では長期的にプログラムを実施することができなかった。しかし、川畑、池島（14）は、6月

から12月にかけて、計画的に国語の時間、特別活動の時間、道徳の時間を相互に関連させてピア・サポー
トトレーニングプログラムを行った。単教科に限らず、複数の教科でプログラムを行ったり、特別活動の時
間や道徳の時間といった教科外活動とも関わってプログラムを行ったりすることは、各時間の特性を最大限
に利用でき、効果的なプログラムになると期待できる。さらに、時間的な制約については、朝・帰りの会等
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の短時間でも定期的にピア・サポートプログラムを取り込むことも、教科や日常生活への効果が期待できる
新たな可能性がある。教科に縛られることなく、学校生活のあらゆる場面や時間に目を向けて、コミュニケー
ションを図っていく機会を設けたならば、人間関係づくりが円滑に行われるであろう。

（2）異年齢のピア・サポート活用の在り方
本実践は、学級内での同年齢の子ども同士のピア・サポートであったが、教科外活動等で異年齢でのピア・
サポート体験の成果を学級に持ち帰ることで、学級内では味わうことのできない体験を共有できる可能性が
ある。特に、「「日本のピア・サポート・プログラム」は異年齢交流等を通して社会性を育もうとする実践で
あること。小学校の例で言えば、年少者に対する「お世話活動」を通して、すべての年長者（一般的に言え
ば6年生）が「自己有用感」を獲得できる機会や場を作っていく実践であること。」（15）と言われていること
から、異年齢交流の時間である登下校の班での会議や活動を活用していくことが考えられる。異年齢での活
動を通し、「低学年児童とかかわったサポーターは「少しやさしくなったような気がする」…など、自分の
中に優しさや他者の好意を感じ、自己イメージを創り上げています。」（16）このような経験を重ねることが、
人を援助する喜びや人間関係づくりにつながっていく。そして、異年齢交流の際、めあてやふりかえりといっ
たことを話し合い、意識させることで、「自己有用感」をより獲得できるようにすることが必要である。算
数科での実践でも明らかになったが、子どもたちは、自分の考えの表し方について戸惑いをもち、コミュニ
ケーションをとりながら練り合うことに慣れていない。そのため、同年齢のピア・サポートと異年齢のピア・
サポートを相互補完的に捉える視点が必要である。

（3）特別支援教育との関わり
仲（17）は、大学で、発達障害や精神障害の学生を対象にピア・サポート活動を行い、ピア・サポート活動
を行った大学生にとって活動は影響をあたえるものであったことを考察している。大学生は、エコ・バック
の製作活動や問題解決のための話し合い活動を行ったという経験を通して、積極的な傾聴の姿勢の大切さを
体感した。また、良好な関係構築のために、コミュニケーションづくりを目指すことの大切さも学んだ。こ
のことからピア・サポートによって、同年齢であっても、相手の立場や状況に応じて関わりをもつことの意
義を意識することができた。
さらに、黒住（18）は、小学校で、広汎性発達障がいと自閉的傾向のある子どもと、他の子どもとの関わり

において、ピア・サポートを取り入れることで、相手に合った関わり方を体験的に学び、実際に行動に現す
ことができたことを明らかにした。特別支援教育で、人間関係づくりにピア・サポートを活用すれば、相互
理解が深まるとともに、両者の自己有用感を向上する可能性がある。そのためにも、まずは、そうした場や
時間を設定して、検証することも必要である。ピア・サポートが、特別支援教育において、仲間との関係づ
くりに役立つ可能性を示唆している。
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